
図式方法による予想天気図の作成

りまた現場の要求である．

　以上に報告したことはそのささやかな努力にすぎず，

まだまだ不十分であろう．残された問題は今後の研究課

題として少しづつ開拓してゆきたい．この仕事は，大阪

管区気象台予報課の現場の人々によって成されたもので

ある．いろいろな面で御協力下さった現場の方々，また

終始励ましと御指導をうけた岸保博士，いろいろ有益な

討論をして下さった藤範予報官，西本調査官及び他の予

報官の方々に深く感謝する．

　最後にこの仕事を実施することを許され，種々御援助

をうけた大谷台長，北田技術部長，喜多村予報課長，隼

田調査課長，関西気象協会に厚く御礼申し上げる．
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簡単化した予報方式の導出：Flφrtoftモデル

　500mbの予報式

　　　∂る．∂（z5－zドθ）

　　　窃7　　　∂渉

　　　　　＝一∫（Z5＋0，Z計Z5－0）

　　　　　＝一∫（Z5＋0，Zl）…………一・………（1）

　シックネスの予報式

　　　ll≒音（h③一一∫（勾h－1）

　　　　　≒一∫（4＋Gh謝・一…・・一一・（2）

上を結びつけると

　1000mbの予報式

　　　∂詐一讐書≒義r「㌃着（亀＋・）「“

　　　一一・（4＋砺一去（亀＋・））一・・……（3）

を得る．（3）式から予想図を求める方式は§2で記した

通りである．

v一一＼　ず皆　・、〆、、・r　〆、／ 、r　『r　　へー　　一

学 界 消 息

1・ラングミュア，スヴェルドラップ両博士逝く

　晩年シエーファ等とともに入工降雨で我々に親しかつ

た米国の化学者ラングミユア博士は8月16日に，スエー

デンの海洋学者スヴェルドラップ博士は8月22日に死去

されたということである。

2・国際電波科学連合URSI第12回総会が北米コロラ

　ド州ボールダーで開かれた

　上記総会は8月22日より9月5日までボールダーで開

かれた。在米中の人も合せ日本の学者は26名出席した

が，第2分科（電波と対流圏）にはコーネル大学に留学

中の内藤恵吉氏（気象研）『が出席した。

5・国際測地学地球物理学連合IUGG第11回総会がカ

　ナダのトロントで開かれた

　上記総会は9月3日から同14日までトロントで開か

れ，在米中の人も合せ10名以上の日本人学者が出席した

1957年10月

が，気象分科にはM　I　Tに留学中の松本誠一氏　（気象

研）が出席した。

4・トランソゾソデが米海軍気象隊から気象庁に嵜贈さ

　れた

　米海軍気象隊では昨年春追浜で行った実験に引続ぎ同

夏から岩国基地でトランソゾンデの飛揚実験を行ってい

るが，10月10日午後2時横須賀米海軍気象部長コート

中佐，同副長コンラド中佐，岩国海軍気象隊長ヒユース

テット少尉らが気象庁を訪問し，気球を含めトランソゾ

ンデ1組を和達長官に寄贈した。

5．日本気象学会創立75周記念事業資金嵜付者名簿（11）

　昭和32年9月7日から9月30日までに御寄付を頂いた

方々（到着順）は次のとおりです．なおこれをもって申

込受領証に代えさせていただきます．もし掲載漏れの方

がありましたら至急御連絡下さい．

　　　137関岡　理一　　　8口
　　　138寺内　栄一　　　6口
　　　　　　　　小計　　 140口
　　　　　　　　総計　　1，403口
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